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書式第 12 号（法第 28条関係） 

 2018年度(平成 30年度)事業報告書（案）  
2018 年(平成 30年) 4 月１日～2019 年(平成 31年) 3 月 31日まで 

認定ＮＰО法人 富士山測候所を活用する会 

１ 事業の概況 

本年の山頂での夏季観測に於いては、開所後（7/6）、閉所前(8/25)の悪天候にもめげず、7月１日より62日間

に 29 プロジェクト、延べ人員 415 名の参加を得て無事終了できた。しかしながら、架空送電線下の土砂堆積により、

その撤去費用がNPO の財政負担に重くのしかかって大幅な経常外損失を出すに至った。 

事業運営を支える資金については、調査研究事業を受託したほか、2 団体から助成金を獲得することができた。しかし

ながら、前述した経常外損失を埋めるには足らず、急遽会員の方に寄附をお願いし、約1,360千円の浄財が集まった。

これにより本年度は赤字決算を免れたが、次年度は厳しい状況である。 

これら綱渡り状態から脱却すべく、本法人の定款変更を行い、現状の富士山測候所を活用した総合運用事業に、新

たに富士山環境研究センター運用事業を加えた 2 大収益事業を柱とした体制を 2019 年 1 月 5 日に発足した。そ

の主要な目的は自ら調査研究活動をおこない、文部科学省の科研費の獲得や、企業・団体からの調査研究の受託

を積極的に行うことにある。文部科学省への科研費申請機関としての申請は、現在鋭意進めている。 

また、本年より太郎坊を本会の観測基地の一つとして利用料金を設定し、自主事業収益の増加を図った。太郎坊は

これまでも、特定の研究グループの観測点として利用されていたが、富士山中腹の、通年利用可能なサイトとして広く

活用することが目的である。既に山梨大後藤聡准教授グループの大型プロジェクト（宇宙線ミュオンを用いた富士山山

体透視技術の実証実験）を開始している。富士山の地下水の挙動を長期的に監視し水蒸気爆発に対する予兆を

検出するなどの研究効果が期待できる他、利用料収入を得ることができた。 

(1) 総合的運用事業 

1-1 インフラ関係 

 2018 年 9月 11日から 2023 年 9月 10日までの第４期借受契約を東京管区気象台との間で締結した。 

 ①前年 6 月の定期点検で発見された送電線埋設区間の馬の背ハット石積の一部崩落について、山頂班に修

理を依頼した。②#70~#71号柱間架空送電線下の大量土砂堆積（2016年度に続き2度目）があり、関

電工に撤去工事を依頼した。③台風25号による倒木のため停電が発生、関電工により応急復旧した。 

 御殿場基地事務所は東名御殿場インター付近に確保し、東名高速道路からのアクセス利便性が向上した。 

1-2 学術的・科学的事業 

 2018 年夏期観測は 7/1-8/31 まで過去最多の 29 事業に延べ 415 名（対前年比 10％増）が参加して

実施された。 

 研究内容からみると、従来の継続研究に加えて、新たな研究として、①太郎坊にて新たに宇宙線ミュオンを用いた

富士山山体透視実証実験（山梨大）、②ドローンにセンサー・測定装置を搭載して鉛直大気観測(早稲田

大・大河内 G,/東京理科大・三浦 G/㈱グリーンブルー)、③風力主体ハイブリッド発電機の実証実験（産業技

術大学院大・桐原G）、④高所脳浮腫の解明につなげるべく登山中の血圧測定（自治医科大・金沢G）、⑤

高感度で遠距離でも通信可能な広域ネットワーク技術の実証実験（ソニー荒島 G）、⑥高山病を集中治療の

観点から酸素需要と供給の関係ととらえ各種データを測定（大阪大付属病院・清水 G）、などを実施した。 

 従来借用して設置していた複合気象測器をNPO として新規購入し、使用を開始した。併せて、庁舎内でリアルタ

イムで気象データを把握できるように改善した。 

 従来東西２方向を撮影していた２台のライブカメラを３台に増やし、東、南、西３方向の画像配信を可能とし
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た。 

1-3 環境教育事業 

 教育的観点から学生の自主的プロジェクトを対象に公募している。2018 年度学生公募で①遠藤周・東京大学

院生が、通信機能付き簡易モニタリング機器の実証実験の後、引き続き越冬での試験を実施。②三木健司・京

都大学院生が富士山頂における花粉観測による生物粒子の成層圏への輸送の研究を行ない、広く注目を浴び

た。③伊藤有羽・ブリティッシュコロンビア大生が高高度発光現象の多点観測及び大気光変動との関係の研究を

行なった。 

 「富士山から地球環境問題の最先端を発信する」（（一財）WNI 気象文化創造センターより「気象文化大

賞」を受賞）。2本の山頂からのレクチャー動画を作成・配信した。 

(2) 富士山環境研究センター事業 

● 富士山噴火予知のためのSO2通年観測システム構築に関する研究（（一財）新技術振興渡辺記念会よりの

受託調査研究）。 

(3) 国際及び国内シンポジウム等開催事業 

 2007 年アル・ゴア氏と共にノーベル平和賞を授与された IPCC メンバーの 1 人でもあるラス・シュネル博士

（NOAA 全球大気モニタリング部 副部長）の講演会(2018/10/26)を東京理科大大気科学研究部門主

催・NPO共催にて実施。学生を含む 60数名が聴講した。 

 第 12回成果報告会（2019/3/17）を主催（東京理科大学大気科学研究部門共催）した。 

 第３回成果報告会（2019/3/29、東京理科大学大気科学研究部門主催）を後援した。 

(4) 情報発信等広報事業 

 富士山測候所の歴史を調べる会（仮称）について、佐藤監事と土器屋理事を窓口として調査グループを立上

げ、随時会合等行うとともに、資料の整理・HP上での公開を進めている。 

 自然災害や雷と富士山測候所との関わりを中心に、鴨川理事による 5 回の講演を実施した。（大阪市、横浜

市、裾野市など） 

 (公財)中部科学技術センター主催第２回キャタリストフォーラムにおいて、古田理事が講演「富士山頂の自然に

学ぶ理科実験の工夫」を実施。（12/22、津市） 

 NHK ラジオの全国放送番組「旅ラジ」に土器屋理事が出演し、富士山測候所の紹介を行った。（9/11、富士

宮市） 

 大規模環境イベント「エコプロ 2018」において、日本郵便株式会社「年賀寄附金配分事業」の事例を代表して、

本会の活動を紹介した。（兼保理事、12/6-8、東京ビッグサイト） 

(5) その他の事業 

 書籍販売 

 NPO等活動支援プラットフォーム gooddo による広告協賛収入 
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２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 
(定款に記載し
た事業) 

具体的な事業内容 

当該事業の 
(A)実施日時 
(B)実施場所 
(C)従事者の数 

(D)受益対象
者の範囲 
(E)人数 
 

収支計算書
の事業費の金
額 
(単位:千円) 

(1)総合的 
運用事業 

 

A.インフラの構築と整備 
 
ア．開所に向けた設営事前準備と事前ミーティ
ングの実施 
(1) 「現状変更申請」,「自衛隊立入許可証」,
「マイカー規制確認証」などにつき関係諸官庁への
必要な許可申請手続きを行った。 

 
 

(A)4/１～6/30 
(B)事務局/研究者 
(C) 20 名 

 
 

(D)研究者等 
(E)延 415 名 

10,465 

(2)夏期観測関係者による事前ミーティングを開催
し、安全ルール等について徹底をはかった。 

(A)6/3 
(B)東京理科大学 
(C) 5 名 

(D)一般研究
者・学生等 
(E)30名 

イ．開所期間中の利用者の安全・円滑なロジス
ティックス、登山/下山の支援 
(1)「登山計画書」をもとに①登下山の個人別日程
管理表②ブル日程表の管理資料作成システムを運
用し、62日間・延べ415人の登下山のオペレーショ
ンを円滑に実施した。 
(2)御殿場基地事務所として二の岡地区に民間ア
パートを短期借上げし、研究者/山頂班に供し有効
活用した。 

(A)7/1～8/31 

(B)富士山頂(富士

山測候所)、御殿場
基地(御殿場市)、事
務局(東京都) 

(C) 50 名 
 

(D)一般研究

者・学生及び

会員等 
(E)延 415 名 
 

ウ．夏期観測終了後の報告と反省会の実施 
(1)「現状変更終了報告」を関係諸官庁(気象庁,
静岡県教育委)へ行った。 

(A)9/1-10/31 
(B)事務局/研究者 

(C) 20 名 

(D)研究者等 
(E)約 20 名 

(2)夏期観測参加関係者による反省会を実施し、
次年度の観測研究に備えた。 

(A)11/17 
(B)東京理科大学 
(C) 5 名 

(D)一般研究
者・学生等 
(E)20名 

エ．インフラ(ブル道・建屋・電源等)の整備 
(1) ブル道 
馬の背ブル道の損傷状況を勘案し、砂入れ補修
を１回実施した。 
(2) 建物 
山頂庁舎の老朽化対策として庁舎外壁継目のシ
ーリングを行ったほか、台風により傷んだ板囲いの補
修をおこなった(2018 年度年賀寄付金配分事業
による)。 
(3) 電源 
送電線定期点検により発見された 70 号柱ー71
号柱間の土砂堆積（2016年に続き２度目）に
ついて、関電工による除去工事を実施した｡ 
馬の背ハット石積崩れについて、山頂班により積直
し等補修を行った。 
 
10/1 倒木停電が発生し、関電工による緊急復
旧処理を行った。 
 

(A)7/1～8/31 
(B)富士山頂(富士
山測候所) 
(C) 50 名 
 

(A)7/1～8/31 
(B)富士山頂(富士
山測候所) 
(C) 20 名 
 
(A)5/7～5/12 

(B)架空送電線 
(C) 60 名 
(A)8/9～8/12 

(B)馬の背ハット 
(C) 15 名 
 
 
 

(D)一般研究
者・学生及び
会員等 
(E)延 415 名 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

B.科学的・学術的事業 
ア．観測研究の実施支援 
(1)過去最多となる 29 事業（継続 21、新規 
8）に延415名が参加して実施された。 
(2)①通年観測が定着、②火山噴火に関わる研
究の定着、③高所医学では複数プロジェクトで参
加人数も大幅に増加、④外国人や学生の新規
参加、などが本年度の特徴。 

 
(A)7/1～8/31 
(一部通年観測) 
(B)富士山測候所 
(C)延 415 名 

 
(D)研究者・
学生等（公
募により選抜) 
(E)延415名 
 

8,932 
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事 業 名 
(定款に記載し
た事業) 

具体的な事業内容 

当該事業の 
(A)実施日時 
(B)実施場所 
(C)従事者の数 

(D)受益対象
者の範囲 
(E)人数 
 

収支計算書
の事業費の金
額 
(単位:千円) 

 
 
 

(3)助成事業では「地球環境観測拠点としての富
士山測候所の自立電源による越冬稼働のための
事業」(年賀寄附金配分事業)、「富士山から地
球環境問題の最先端を発信する」(WNI 希少文
化創造センター「希少文化大賞」助成)を実施し
た。 

   
 

イ．研究速報の発表 
夏期観測終了後には参加者に速報の提出をいた
だき、HP上に公開した。 

(A)９/1～ 
(B)大学等 
(C)延 20 名 

(D)会員・一
般 
(E)不特定多
数 
 

ウ．共用データ取得の充実 
(1) 複合気象測器をNPO として新規購入し、使
用を開始した。併せて、庁舎内でリアルタイムで気
象データを把握できるように改善した。 
(2) 従来東西２方向を撮影していた２台のライ
ブカメラを３台に増やし、東、南、西３方向の画像
配信を可能とした。またより高画質のカメラのテスト
を開始した。 
 
 
 

(A) 7/1～8/31 
(B) 富士山測候所 

(C) 5 名 

(D)会員・一
般 
(E)不特定多
数 

エ．大気科学専門家によるレクチャー動画の作
成 
環境科学レクチャー動画のコンテンツとして従来の
01-05 に加え 06「エアロゾル粒子を連続採取。化
学組成、粒径、形状を知る」（東理大・森会
員）、07「富士山頂における窒素酸化物の計測」
（帝京化学大・和田理事）の 2講座を制作し、
公開した。(2018WNI 気象文化創造センター「気
象文化大賞」助成事業) 
 
 
 

(A)8/5～8/20 
(B)富士山測候所 
(C)延 6 名 

(D)学生・一
般 
(E)不特定多
数 

C.環境教育事業 
ア．学生公募の実施 
教育的観点から NPO財源により学生による自主
的事業を対象とした公募で選ばれた 3名（京大・
三木健司、東大・遠藤周、ブリティッシュコロンビア
大・伊藤有羽）が夏期観測に参加した。 
 
 
 

 
(A) 7/1～8/31 
(B) 富士山測候所 

(C) 5 名 

 
(D)学生 
(E)3 名 

195 

(2)富士山
環境研究セ
ンター事業 

ア．調査研究受託事業 
昨年度に引き続き、「富士山噴火予知のための
SO2 通年観測システム構築に関する研究」(新技
術振興渡辺記念会受託事業) を実施した。 
 
 
 
 

  811 
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事 業 名 
(定款に記載し
た事業) 

具体的な事業内容 

当該事業の 
(A)実施日時 
(B)実施場所 
(C)従事者の数 

(D)受益対象
者の範囲 
(E)人数 
 

収支計算書
の事業費の金
額 
(単位:千円) 

(3)国際・国
内シンポジウ
ム等開催事
業 

ア．ラス・シュネル博士講演会の実施 
東京理科大学総合研究院大気科学研究部門
主催、本会共催で実施。60数名が参加した。 

(A)3/29 
(B)東京理科大学 
(C)15 名 

(D)会員・一
般 
(E)60 数名 

78 

イ．第 1２回成果報告会の実施 
第 12 回成果報告会を森戸記念館で開催した。
76 名が参加し、38 件の発表(口頭発表 15 件,
ポスター発表 23件)。 

(A)3/17 
(B)東京理科大学 
(C)45 名 
 

(D)会員・一
般 
(E)76 名 
 

ウ．東京理科大学総合研究院大気科学研究
部門主催第3回成果報告の後援 
東京理科大学同部門主催第3回成果報告会を
後援した。 

(A)3/29 
(B)東京理科大学 
(C) 10 名  

(D)会員・一
般 
(E)50 名 
 

(4) 出版・ 
情報発信等
広報事業 

ア．HPによる情報発信 
(1)データのリアルタイム公開を大幅に充実させ、こ
れまでの二酸化硫黄(SO2)に加えて、一酸化炭素
(CO)やオゾン (O3)や、雷の指標となる大気電場
などのリアルタイム公開を新たに開始した．また、従
来東西２方向の画像を提供していたライブカメラも
東南西３方向に拡大した。 

 
(A)7/1～8/31 
(B)富士山測候所 
(C)延 50 名 

 
(D)会員・一
般 
(E)不特定多
数 

47 
 
 

(2)インスタグラムでの写真投稿を継続し夏期観測
期間中、HP から連日、山頂班が早朝に撮影した
山頂の貴重な画像を継続発信した。 
(3)ブログを継続し、情報の補完を行った。 

(A)7/1～ 
(B)事務局/ 
山頂班 
(C)延 10 名 

(D)会員・一
般 
(E)不特定多
数 
 

(4)野中勝氏（野中到の孫）の協力を得て、野
中到・千代子に関する歴史的にも貴重な資料を整
備する事業を継続中。HP の『野中到・千代子資
料館』の充実を引続き行った. SNS は従来までは Facebook しか使っていなかったが、新たにインスタグラムでの写真投稿を開始し、夏期観測期間中、HP から連日、山頂班が早朝に撮影した山頂の貴重な画像を発信した。 

(A)11/1～3/31 
(B)事務局ほか 
(C)延 10 名 
 

(D）不特定 
多数/会員 
(E)不特定多
数 

イ．書籍、新聞、放送等による情報発信 
NHK ラジオの全国放送番組「旅ラジ」に土器屋理
事が出演し、富士山測候所の紹介を行った。 

(A)9/11 
(B)富士宮市 
(C)1 名 
 

(D)会員・一
般 
(E)不特定多
数 

ウ．会報誌、パンフレット等出版物 
(1)会報「芙蓉の新風」 Vol. 13 を発行した。  
(2)パンフレット改訂版を発行した。また、要覧を数
回にわたって改訂した。 

(A)1/1 
(B)事務局 
(C)5 名 

(D)会員・一
般 
(E)不特定多
数 

エ．講演・プレゼン等 
講演（鴨川理事；雷、防災；5回） 
講演（古田理事；教材開発） 
プレゼン（兼保理事；環境イベント「エコプロ
2018」） 
 

(A)4/1～3/31 
(B)各地 
(C)延８名 

(D)一般 
(E)不特定多
数 
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(2) その他の事業 

事 業 名 
(定款に記載した事業) 

具体的な事業内容 

当該事業の 
(A)実施日時 
(B)実施場所 
(C)従事者の
数 

(D)受益対象
者の範囲 
(E)人数 
 

収支計算書の事
業費の金額 
(単位:千円) 

（1）書籍販売 よみがえる富士山測候所  １       0.5 
 

（2）関連グッズの
販売 

無し    

（3）その他 広告協賛収入(gooddo)         3.9 
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